
『森林科学』シラバス

科 目 名 学 科 学 年 必修／選択 単 位 数

森 林 科 学 農業科 ２ 年 必 修 ２単位

１．科目目標と使用教材

森林の基礎的な知識を習得し、人間の生活の向上と環境の保全に役立つ健全な森林を

育成する方法について理解しましょう。科目目標

教科書：森林科学（実教出版）
使用教材

２．学習計画

学期 学 習 項 目 学 習 目 標

第１章 森林と育林 木材生産、環境保全など森林の持つ多面的な機能とその機

１ 森林の役割 能を発揮させるための育林の必要性、そして我が国の森林が

２ 森林の意義 抱える課題について理解しましょう。１

第２章 森林の生態と分布 生態系における森林の役割、森林内の物質やエネルギーの

１ 森林の生態系 流れについて理解しましょう。学

２ 森林の分布

第３章 林木の生育と環境 葉や幹の形など樹木の性状を学習し、樹木を見たときに樹期

１ 主な樹種の性状 種を識別できる力を身に付けましょう。また、樹木の成長に

２ 林木の生育特性 関係する環境の及ぼす影響について理解しましょう。

３ 林木の生育と環境因子

第４章 育苗と造林 森林のもととなる苗木の作り方、森林の造成方法、伐採方

１ 林木の育苗と育種 法について基礎的な知識を理解しましょう。２

２ 苗畑の管理学

３ 人工更新と天然更新期

４ 主な林木の造林方法

第５章 森林の保育と 森林を健全に育てるための管理技術、森林破壊の現状につ

山地の保全 いて理解しましょう。３

１ 林木と林地の保育学

２ 森林の保護期



３．学習方法

教科書の内容に沿って授業を進めます。授業のポイントとなる内容を中心に板書しますので、必

ず板書事項をノートに記入するようにして下さい。また、必要に応じて教科内実習や観察記録も実

施する予定ですので、興味・関心を持ってしっかり取り組むようにして下さい。

４．評価の観点

・森林と人間の関わりについて関心を持っているか。

・森林の現状を改善しようとする意欲があるか。関心・意欲・態度

・授業課題に意欲的に取り組んでいるか。

・多様な育林方法から目的とする森林を育てる方法を見出せるか。思 考 ・ 判 断

・樹木の形状から樹種を識別できるか。

・森林の樹種や成長時期によって、適切な管理計画を立てられるか。技 能 ・ 表 現

・森林の機能、森林を取り巻く環境因子などの用語や仕組み、樹木の名称や部
知 識 ・ 理 解

位など基本的な知識を身に付けているか。

５．成績評価

定期考査 平 常 点

中 間 （素 点）

１００ ％ ％ ％ ％ ％

１･２学期

定期考査 平 常 点

提出物 授業態度期 末 （素 点）

８０ ％ １０ ％ １０ ％ ％ ％

定期考査 平 常 点

提出物 授業態度３ 学 期 学年末 （素 点）

８０ ％ １０ ％ １０ ％ ％ ％

６．生徒の皆さんへ

この授業では、森林についての基礎的な知識と管理技術を学習し、森林の多様な機能を生かせる

経営管理能力を育てることを目的としています。森林は、所有者個人の利益のみでなく、国民全体

の財産と生命を守っています。生徒の皆さんが積極的に学習し、地球全体の財産である森林を身近

に感じ、触れてもらうことを期待します。


